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　大気降下物は大気を浮遊して直接沈着する乾性降下物と，雨に取り込まれて降水と共に降下する湿性降下物

に分けられる．大気降下物は海塩や土壌のような自然由来の物質と人間活動による汚染物質を含む．本研究で

はイランの降水中の不溶性物質（以下，ダスト）の鉱物組成と元素組成を調べ，その地域的特徴を明らかにし

た． 

　調査地はイラン西部の4都市（Ilam, Ahvaz, Hamedan, Shiraz）とイラン東部の３都市（Mashhad, Birjand,

Zahedan）である．西部では2014年10月から2015年7月まで，東部では2016年1月から2017年1月まで1か

月毎に採取した降水を，降雨のない月は漏斗とタンクを500 mℓ超純水で洗浄して回収した．試料は孔径0.2

μmメンブレンフィルターを用いて現地でろ過した．フィルターの重量を電子天秤で測定し，ダスト重量を求

めた．メンブレンフィルターを超純水で洗浄してダストを分取した．乾燥させたダストをめのう乳鉢で粉砕し

X線回折装置を用いて，鉱物組成分析を行った. 混酸でダストを溶かし，ICP質量分析計で元素濃度を分析し

た． 

　東部は西部と比べ，どの月でもダスト量が多かった．特にMashhadとZahedan の6～8月の乾季とBirjandの

試料でダスト量が多い．イラン東部にはカヴィール砂漠やルート砂漠が広がっており，それらの砂塵がダスト

に含まれたと考えられる． 

　石英と長石のピークが全てで検出され，西部では多くの試料に方解石が含まれていたが，東部では方解石の

ピークが検出されない試料が多かった．西部におけるダストのCa, NaおよびK濃度はそれぞれ

0.45～29.33%，0.24～0.82%，0.49～1.94%であるのに比べて，東部のダストの方が，Ca濃度は

0.97～6.23%と低く，NaとK濃度は0.59～2.74%，0.88～3.15%と高かった．方解石が多く含まれていた西部

のダストとBirjandのダストにおいて，Ca濃度が高いことから，ダスト中のCaは方解石に由来する．西部では

乾季のダストは雨季より方解石に富み，この方解石は西部に分布する石灰岩地帯や乾燥地に，東部では砂漠に

由来すると考えられる．東部のMashhadとZahedanでは方解石がほとんど含まれないが，Ca濃度が高いダス

トが見られた．西部に比べてNaとK濃度が高く，長石を含むことから，Caの一部は長石に由来すると考えられ

る． 

　濃縮係数（[X試料/Al試料]/[X地殻/Al地殻]，X：任意の元素）は，西部ではCd, Sb, Pb, As，東部ではNi, Zn, As,

Cd, Sbの最大値が10以上であった．濃縮係数が10以上であると，人間活動が影響していると考えられ

る．Asは石油やガソリンの燃焼，Pbは精錬活動で排出され，これらは西部で値が大きいので，西部では石油産

業の大気への影響が大きく，東部では小さいと考えられる．
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